すかいらーくグループCUP

Gatas Brilhantes H.P.の優勝までの足跡
予選

○２－１ホリプロ
○２－０ヤンジャン

△０－０ミスマガ

準決勝

○１－１（PK２－０）CHOOP

決勝

○１－０Carezza

総評

１日経ってみて、改めて思うに、優勝できたのが不思議でならない。これが偽らざる感想。

準決勝なんて負けを覚悟した試合だったし、

それ以前にガッタスとミスマガが分けた試合、
ミスマガにとっては勝ちに等しい引き分けだったと言えば言い過ぎだろうか？

今回は推しの贔屓目とか云々は抜きにしても、心から言わせてもらう。

紺野あさ美、よくやった！　よく守った！　ナイスキーパー！　お疲れ様＆ありがとう！

再三再四、好セーブを演じた。１対１でも怯まなかった。

準決勝のPKでゴールマウスに立ちはだかる姿も堂に入っていた。
とはいえ、やはり窮地を守るのが責務となるポジションゆえに、

見ていて胃が痛くなるようなシーンもあり、

閉会式後には、応援していた私が思わず安堵の涙をこぼしてしまった。

ただ、もちろん、紺ちゃんだけでは守りきれなかったゴール。
例えがいいか悪いかはわからないが、
ののが「藤川球児」的な働きをしてくれたと思っている。

決勝でCarezzaの小島を止めた場面など、
まさに球児がピンチで三振を奪うような快感を得た。

また、まいたむ・みうなといったフィクソが何度もゴレイロを助けてくれた。

この強固なディフェンスなくしても、この結果はなかったはず。

そのせいもあって、攻めの不甲斐なさが際立った。

ボールがキープできない、パスが繋がらない、シュートまで持って行けない。

スペースが上手く使えない、フォローがない、上がって行けない。
自分の足元を意識しすぎてる感あり。木を見て森を見ず的な印象あり。
サッカーど素人の私が見ても、真に強いチームの試合運びではないと明らかにわかる。

「これがお前らの２年間の答えか？！　これが合宿までやったチームの答えか？！」
「これでチームワークある言えるんか？！　勝ちたい気持ちがある言えるんか？！」
「俺は生徒ほったらかしてまで、こんな試合観に来たんちゃうわ！」
予選の試合中、幾度となくこう叫びそうになった。

連番していたkenken・サボテン・ポジてんの３氏は予選の間、私が結構静かだったのを

ご存知だと思うが、実はこのせいである。

口を開けばこういった野次が口をついて出そうだったから。

いくらガッタスを愛するゆえの苦言だとしても過度のものは意味をなさない。

今、目の前にあるガッタスFP陣の姿が本当の姿でないと信じ、

勝利を信じてグッと堪えていた。悪い胸騒ぎと葛藤しつつ、祈っていた。
無論、言い訳はたつ。
つい２日前まで夏ハロ公演があった。

今年のこの暑さの中で、リハや稽古・公演だけでも十分ハードなのに、

さらにフットサルまで両立しようと思えば、バテるなという方が無理かもしれない。

実際、コレティあたりは慣れぬステージに立った直後。そういう疲労も大いにあったろう。

ミキティにしても体調がよくないのかと思われる様子だった。
また、柴ちゃんをはじめ、ベンチを暖めることの多かった面々でスターターを組み、

ほとんどの試合に臨んだことも苦戦の一端と見ることもできる。

あるいは、芸能人女子フットサルそのもののレベルアップもあるのかもしれない。

多少とはいえ、ホリプロが以前よりは力をつけてきていたのは確か。

ヤンジャンも組み合わせに恵まれた感があるとはいえ、

３位決定戦で強豪CHOOPをPK戦に追い込むだけのものを持っている。
ミスマガも攻めは弱いが、時東が個々のゴレイロの力だけでいえば

最優秀かと思えるほどすばらしく、得点を奪うのは至難といえる。
決勝トーナメントで対戦したCHOOPとCarezzaの実力については言うまでもない。

特にCHOOPのチーム力向上には目を見張るものがあった気がする。

実際、先制されて負けを覚悟したし。

けれど、何を言っても言い訳は言い訳。

元々、本業とうまく両立できなければ勝てないのが芸能人フットサル。
元々、体調が悪くても試合に出る以上は、もっと言えばチームに帯同する以上は、

悪くても悪いなりになんとかする策を身につけなければ強くなれないのが競技スポーツ。

また、選手起用に至っては、どんな競技においても監督やコーチという人種は

勝算のある策を常に模索しているわけなのだから、

その策に応じて機能するだけの力を見込んでいなければ起用するはずがない。
そして、進歩するのが己だけでないことはスポーツ以外でも同じこと。議論の余地はない。
選手個々がそういったことを改めて感じ、初心に立ち返ってくれているとは思うが、

今回の苦戦を糧に、もうワンランク成長したガッタスを敢えて求めたい。

とはいえ、本当に「負けなくてよかった」というか、

このチーム状態で負けなかったことが何よりの収穫ともいえる。

コレティ抜きでの戦いにはまだ課題を残すとはいえ、
逆に彼女がいなくても何とかしたのは層がより厚くなった何よりの証。

これを過信でも慢心でもなく、純然たる自信として次に臨んでもらえれば、

ワンランク成長したガッタスは間違いなく見られるだろうし、

彼女たちはそれを実践してくれると信じている。

選手別
#1　辻　希美

予選１試合目では心なしか、硬いのか気持ちが浮わついているのかはわからないものの、

少し不安を感じたが、その後見ていればののたんはあくまでいつも通りだな、と安心。

元気のよさ、負けん気の強さ、動きのすばやさ、思い切りのよさ。

その持ち味が十分に活きたからこその決勝で小島を止めるスーパープレイ。

FPとしてのお披露目もあり、嬉しかったが、

瞬時の判断などGKとFWの共通点も多々あるとよく聞く。

二足のわらじを履くのは大変だろうけど、これからもFPの練習も頑張って、

気分転換も図りつつ、本業のGKとしての成長に活かしてもらいたい。
先に「時東が個々のゴレイロの力だけでいえば最優秀かと思えるほどすばらしく、

得点を奪うのは至難」とは言ったものの、

チームのゴレイロの力ではやはり２枚看板のガッタスに一日の長。

のんがいるからこそ紺ちゃんも活きるのだから。

#3　柴田　あゆみ

正直、「お嬢さんがフットサルやってるなー」という印象を今まで抱いていた柴ちゃんだが、
守りもパスの意識も向上してるなと好印象。以前のよくない印象が払拭された。

ただし、ごちゃついた時やハイボールに対しては、まだ少々怯む面も残っているかと。

そのあたりにまだ課題はあるだろうが、もはや「控え」の一言では片付けられないと思う。

今後もこの成長を続けていってもらいたい。

#4　みうな

柴ちゃんを誉めた後でこう言うのもなんだが、

まいたむとみうなの切磋琢磨も引き続きおもしろい。

際どいところでのクリアなどではややまいたむに軍配が上がるかなとも思うが、

みうなには、相手にきちんとプレッシャーをかけ、

派手ではないかもしれないが、安心できるディフェンスをしてくれるよさがあると思う。

そのよさが、今回２人のゴレイロの活躍を引き立ててくれたことには心から感謝。

やっぱり、５月の大会で優勝を決めたPKで一皮も二皮も剥けたのかなぁ。
パスも精度が上がってると思った。
#6　藤本　美貴

今回は敢えて何も言いません。結構マークもされてたし。
体調も悪かったのかもしれないし、これが本来のあなたでないのはわかっている。

ただ、今回のあなたの背中はさみしすぎた。

次回は爆発してくれると期待。

#7　是永　美記

コレティにも敢えて何も言いません。ケガの影響があるとか聞くし。
ただ、ケガを治すのも、ケガとうまく付き合っていけるのも名プレイヤーの条件。

それを補い、早く本調子に戻ることを期待。

今まで幾度となくあなたに助けられてきて、今回はほぼあなた抜きで戦い抜けた。

あなたがいたからこそガッタスはここまで大きくなった。礼を言います。
#8　あさみ

やっぱり彼女の運動量には舌を巻く。

前線まで上がっていても、気づけば下がってディフェンスにも加わってくれる。

あさみが上がってパスをもらって打つってシーンがもっとあればベストだったんだろうが、

それができないなりに、何とかゲームメイクしようとしていたと思う。

優勝を決める得点を挙げたわけではなくても、

ひとり気を吐いて優勝を支える攻めをしてくれたことに頭が下がります。
新エースになる日も近いのかも。
#9　石川　梨華

りかっちも本調子ではなかったんだろうけど…。

憚らず言えば、一番自分の中で歯車が狂ってたのがりかっちだったんではないかと。

天性の勘というか、ボールへの嗅覚というか、無意識に流れを読む力というか、

うまくいえないけれど、そういった説明しにくい目に見えにくいものが

彼女の一番の持ち味だと思うが、今回はそれが完全に消えていた気がする。
そういう稀有な才能と裏腹に考え出すと止まらない性質だから、

ひょっとしたら、その考えすぎ、力みすぎが能力を抑えてたのかもしれないけど…。

なんせ、心配です。次回活躍して安心させてください。

#10　吉澤　ひとみ

決勝の１点でどうにか「頼れるキャプテン」の面目を躍如したと言っていいのかな？

実際はそれでも帳消しにならない内容だったと思う。
正直なところ、今回の一番の不満はよっすぃ～に対するもの。

結果論で点がとれればそれでいいのか？と。

ボールのキープ率がよくなかったのもパスがうまく繋がらなかったのも

スペースがうまく使えてなかったのも、原因を作っていなかったか？

トラップにしてもパスにしてもボールをもらうのにしても指示にしても

どの面をとっても、力を全然発揮していなかった。

今回のが彼女の実力ではないのはわかっているが、

安定したゲームメイクをしてもらわなければ、ディフェンスの負担も増す。

ま、見た目とは違って考えることはちゃんと考える人だから、

今回のがいい薬になって、次はいつもの「頼れるキャプテン」に戻ってくれると信じよう。

#11　里田　まい

危ないところを何度も救ってくれるまいたむには本当に感謝。
本当に華のあるディフェンスをしてくれると思う。

ただ、その華を間違った面でも追求してないか？と不安に思う面も。

個人技を高めようと思ってくれるのは何ら問題ないと思うんですが、

それと「横着なプレー」「危険なプレー」を混同してる面がないか？と。

脚だけでプレーするシーンがところどころ見受けられたが、
抜かれる危険だけでなく、自分がケガする危険もあるんちゃうかなと思うわけで。

もしもあなたにケガされたら大きな痛手なんですがねぇ…。

ま、それがわかってないことはないと思うんで、改善してくれることに期待したい。

いい面が物凄くいいだけにね。

#12　紺野　あさ美

もう大好きです。愛してます。最高です。惚れ直しました。

最近ガキさんガキさん言ってた自分を反省してます。

やっぱり紺ちゃんあっての俺だなぁ、と。

って、とろけるのはこのくらいにして、本題。

各所で今回のMVPは紺ちゃんって意見をみかけるわけだが…。
正直なところ、私はそこまで言っていいのかなって思っているわけで…。

もちろん、成長はものすごい。いい意味で期待裏切ってくれた。

１対１で飛び出せて怯まなかったり、PKでも堂々としてたり、

何度も何度もすばらしいセーブを見せてくれたし。

スローイングもよりよくなってたなぁ。

本当にどこまで成長するのか、楽しみで楽しみで仕方がないといったところ。

けど、のの評でも言った通り、２枚看板での名ゴレイロだと思ってるから…。

のんがいるから紺ちゃんが生きる。紺ちゃんがいるからのんが生きる。

１枚だけならミスマガの時東に負けるかも知れないから。

紺ちゃんが守っててもたぶん隣に見えないののがいるんですよ。逆もそう。

だから、個人的には紺のの２人がMVP。

あと、２人とも、記録に残らないミスがなかったわけではないし、

まだまだ伸びシロはあるはず。

前々回の大量失点の悔しさ、前回のPKに引き続き、今回の経験も成長に繋げて。

#13　斎藤　瞳

まだちょっとごちゃごちゃした時に冷静さを欠いたり、

自分が攻撃に絡んだ時に判断が甘い面があったりするような気がする。
ただ、相手に対するプレスは相当な強さを持ってると思うんで、

その長所を生かせるように、他も伸ばしていってほしいなと思う。

今回の試合経験もそういった成長には欠かせないと思うので、まだまだ今後に期待。
